
－14－ 

化粧用合板製造に関する材価はここまで見込める 
石 河 周 平  

 キーワード:カラマツ，化粧合板，素材価格，素材生産予測，枝打ち 

特集『平成12年度　誌上研究成果発表会』 

かん 

らせん む 

　はじめに 

　カラマツも高樹齢大径木の良さが知られ，各方面で

良質大径材を生産することが提唱されています。しか

し良質大径材を得るのに要する経費と期待収入につい

ての経済的なバランスについて検討されたものは少な

いことから，大径木の利用の一例として，カラマツ化

粧合板を考えてみました。 

　化粧合板用素材としては，無節材であることが前提

となり，カラマツ人工林に枝打ち作業を加えることが

必要となります。そこで現状の梱包材・製函材・ダン

ネージ材中心の製材用素材を生産することに比べ，予

想収益でどの程度有利になるかを，素材の径級別生産

量と素材の価格の面から検討を加えました。 

 

　化粧合板用素材出材予測の前提条件 

　素材の出材予測及び枝打ち作業に係わる前提条件と

しては，「カラマツの素材予測」1)で述べた条件とほぼ

同様ですが、立木の細り式は津別町佐藤山林で調査さ

れたものを用いました2)。また、伐根はやや余裕を見

て0.3mとし、土地の条件として成長の良好な地，地

位指数24を設定しました。 

　以上の前提条件のもとに、化粧合板用素材及び製材

用素材別の径級別素材本数と各伐期におけるha当たり

の胸高直径階別立木の本数を乗じる事によってha当た

りの素材生産量を計算しました。 

 

　枝打ちに係わる前提条件 

(1)枝打ちはできるだけ早い時期から，かつ樹木の生長

を妨げることのない高さまで行う。すなわち植栽後7，

10，15年目の3回行うものとする。 

枝打ち高さは伐根(0.3m)，合板用素材長さ(2.05m)を

考慮し，7年目で2.35m，10年目で4.40m，15年目で

は6.45mまでとした3,4)。 

(2)枝打ちにはサンドピックを用い，丁寧に行うことで，

枝打ち後の巻き込みが直径方向4㎝の生長で完了する5)。

また、枝打ち後対象樹幹には発枝がないものとする。 

(3)枝打ちの立木本数は1ha当たり7年目2,000本，10年

目800本，15年目600本とする。 

枝打ちにかかる費用(金利)を伐期基準に回収すると、

表１のように推定されます。 

 

　素材価格の設定 

　素材価格は，製品価格から適切な利益および一般管

理費などを差し引いた製造原価から逆算して求めるこ

とにしました。 

(1)カラマツ化粧合板価格(サイズ910×1820×4㎜)を

l枚1,200円とする。 

カラマツ化粧合板は今日まだ市場には出回っていない

ため，適正な製品価格は今後の市場調査を待たなけれ

ばならないが，ここでは製品の外観から木目のはっき

りでるセン合板とあまりはっきりしないシナ合板の中

間的な価格帯に設定した。 

(2)合板工場の一般管理費と利益で製造原価の13%，製

品出荷後工務店間の流通経費に出荷価格の20%を見込む。 

(3)素材代金は製造原価の60%とする。素材代金のうち

中心用ラワン単板は外部から購入し，1㎜厚平方尺当

たり6円とする。なお，表裏単板厚を0.9㎜とする。 

(4)単板材積は上記単板厚で剥きだした螺旋曲線外周単

板長×単板厚で求める。 

(5)副材の処分益は素材価格に上乗せしない。 

(6)採算に乗る単板歩留まりの下限を30%とする。これ

を超える部分については，それから得られる利益を企

表１　枝打ち費用（各伐期に回収を期待する費用） 

枝打ち時期 
（年） 
 

７ 

10 

15 

 

40 
 

56,250 

42,500 

77,280 

 

50 
 

68,050 

51,420 

93,490 

 

60年 
 

82,330 

62,210 

113,110 

 

伐期 

（円/ha） 
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業内部に留保せず林業側に積極的に還元することにする。 

　以上，歩留まり30%=1とする価格乗数を設定し、価

格乗数1の時の素材価格を28,580円/m3と設定しました。 

　また，カラマツ製材用素材についての径級別価格構

成は，13～28㎝までは3段階に分けられています。そ

れ以上の径のものについては，価格が形成されていな

いのが現状です。林産試験場では，「カラマツ造林木

優良材の品質と価格の検討」6)の中で，1本の丸太から

どのような木取りが可能かを検討し，その製品価格か

ら逆算して素材価格を設定しています。 

 

　化粧合板用単板の出材予測 

　前述の条件から出材される素材に含まれる有節部分

を推定すると図１のようになりました。 

　ここでY7，Y10，Y15の線は樹齢7，10，15年に

おける立木の形状を前述の細り式から求めたものです。

この立木に対し丁寧に枝打ちを施し，枝打ち後の巻込

分4㎝を加えると，7年目に枝打ちを行ったものはⅠ番

玉の元口径12㎝(径8+4㎝)で節が出現することになり

ます。同様に10年目にⅡ番玉4.4mまで枝打ちしたも

のは元口径15㎝以下，15年目にⅢ番玉6.45mまで枝

打ちしたものは，元口径18㎝以下まで剥くと節が出現

します。この有節部分は図1で示した網目部分に相当

しますが，ロータリーレースで剥いた場合の切削残材，

これをいわゆる剥き心と位置付けしました。 

　よってX年に生産される素材で化粧単板として用い

る事のできる部分は，図１の中で白地の部分です。 

　ところで，採算に乗る単板歩留まりの下限を30%，

商取引における2㎝括約の条件で考えると素材径はI～

Ⅲ番玉で34，28，24㎝以上のものでなければならな

いことになります。 

　Ⅲ番玉まで枝打ちを行った林分から出材される合板

用素材は，全体の材積比率で40年主伐では24%(70.6m3)，

50年主伐では27%(103.9m3)，50年目で50本を間伐し，

それから得られる21%(8.4m3)を生産した後，60年主伐

では28%(112.6m3)と計算されました。 

　Ⅲ番玉においては，いわゆる剥き心が18cmと太く

なるので，結果として化粧合板用素材として出材され

る量は40年では化粧合板用素材の29%，50年，60年

でもそれぞれ，7%，11%と少ないのです。 

　このことから，枝打ちを高くまで行っても化粧合板

用素材が直線的に増加することにはならず，後でみる

収支の比較の上からも，カラマツ化粧合板を1,200円/

枚とした時の枝打ちの高さとしてはⅢ番玉までが一応

の限界となります。 

　また，枝打ち時期が遅れて15年目に6.45mまで打ち

上げたとしても40年では1.7m3，50年では9.7m3，60

年では17m3しか化粧合板用素材は生産されません。し

たがって早めの枝打ちが肝要になるわけです。 

 

　林家の予想収入 

　今回は，化粧合板価格を1枚1,200円で計算していま

すが，これが変動した場合に製品が100円高く売れる

とすれば，素材価格をm3当たり約5,000円高く買える

下地が合板工場側ではでてくると計算されます。 

　林家の予想収入を，伐期別および製材用素材のみを

生産する林分と合板用素材も得る林分との比較でみた

のが表２です。これをみると，判定の項にあるように

いずれの伐期においても化粧合板用素材を生産した方

の収入が良いことになります。 

　製材用素材のみを生産する林分からの収入を100と

した時のC/Dの比率をみると，いずれの伐期において

もⅠ番玉まで枝打ちを行ったものが収入では最大とな

ります。しかし，Ⅲ番玉まで枝打ちを行ったものと比

較してもその差額はわずかであり，化粧合板用素材を

量的に確保するという面からとらえれば，Ⅲ番玉まで

枝打ちが行われるべきでしょう。 

　また，各伐期間の比較においては，40年目の収入比

(C/D)が一番高く，Ⅲ番玉まで枝打ちを行ったものの

40年主伐において，化粧合板価格がシナ合板価格の

900円程度からセン合板価格の1,700円程度まで推移

した場合のC/Dを示すと図２のようになります。 

　このように，製品価格1枚1,000円であれば製材用素

材のみを生産する場合の収入と均衡し，それ以下にな

ると，枝打ちを行い化粧合板用素材を生産するメリッ

トが出てきません。しかし，カラマツ化粧合板にセン
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図１　枝打ちと化粧合板用単板採材可能量 
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並の価格がつけられるとすれば，製材用素材のみを生

産することに比較して約1.7倍の収入になります。 

　このことから，カラマツ化粧合板の市場での製品評

価が今後の課題となります。 

 

　まとめ 

　カラマツ大径材の利用の一例として化粧合板を考え，

その経済性については，林家収入を基準に検討を試み

ました。節の少ない良質大径材を得るためには適当な

時期の枝打ちが欠かせませんが，今回の検討では枝打

ち作業によるコストアップがあっても，現状の生産体

系よりカラマツ化粧合板用の生産の方が経済的に有利

だと判断されました。 

　しかし，カラマツ化粧合板の製品評価が確立してい

ない現状からすると価格設定などに問題もあります。

このため，現在あるカラマツの無節材から化粧合板を

造りこれの市場性を高める努力をすること，素材価値

判断のために適当な時期に枝打ちが行われたことを証

明する制度を確立することなどが必要となってくるで

しょう。 

　また，化粧用単板を取った残りの剥き心の利用拡大

(構造用単板)などトータルな利用を考えれば合板工場

側でのメリットの幅が大きくなることでしょう。 

　いずれにしても良い材の提供に対して，それなりの

素材価格で報いるといった，林業林産業の共存共栄の

考え方が今後とも大切だと考えます。 

 

 

表２　各伐期における化粧合板用素材・製材用素材の出材材積および素材価格の設定による収入の比較 
（ha当たり） 
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48.5 

1,554,920 

68.9 

2,151,400 

70.6 

2,197,520 

62.2 

2,036,050 

96.3 

3,059,860 

103.9 

3,276,800 

6.4 

200,103 

8.4 

257,787 

62.6 

2,078,940 

102.0 

3,275,090 

112.6 

3,580,990 

245.5 
2,276,918 

226.6 
2,031,743 

225.1 
2,016,371 
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287.9 
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図２　合板価格別素材価格の比較 
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